





















































ネットワーク介入 戊UJ&. 抜肋の堀 介入レベル 院ー係のタイプ 蛭肋形態
1.家族ネットワーク介入 家族,近臥友人､同JU) 特定されず ミクロ 鮎合 T .Jt
2.ケースマネジメント 挽開､trI門家､個人のネットワーク 近隣.特定されず ミクロ 新規.紙袋 T
3.近隣による抜UJ 自然発生授UJ者､役割悦迎接肋E. 近隣 ミクロマ 仙台 P .T氏
4.職心内サポー ト 配伽者.毅族同位,上司 職場 ミクロ 船台 ㍗ .TR
5.ボランティア組合 ボランティア 近隣.地域 ミクロマ 新規,､ P .T1t
6.相互抜肋/ 同じrEり姐を挿 近隣.地域 ミクロ 新税. P ､
セルフヘルプグループ つ人々 特定されず マクロ 川妓 T氏
抜肋形娘の略号 :p-予WJ'的戊UJT-泊地的扱肋 R-リハビリテーション






























































































































































図 1 堺市の子ども相談システム (秦)
子 ど も に 関 す る 統 括 吉果 (L巳童 家 庭 霞果)
児童饗穫穣設




















































人 間 福 祉 学 科
日fLS テーマ 明椛化された点
･1回 1994.3.26 欄係披伽との迎排を煉る ①校内システムについて③棚蔽機柵につなぐ畔のfiSJ肌.iLtu放槻閑の脚 '^と放雌④学校を枚とする r地城の仙朕システム｣ 必野性
窮2Lg) 1994.6.25 中学校から高校へ ①小 .中学校から高校への迎机②高校での現状③相収披閑との迦桃
荊3回 1994.ll.26 小 一中 .高校の梨柵 ①問題の発見②納内 収り軌み③学校とのつなぎ④相鉄機関との連携
荊4回 1995.3.25 地峡のネットワークづく ①システムネットワークの別旨す
りに向けて 具体的日的②限界を知る必班他③火有していくP古のラポールの必野性④r将門寂J以外 グル プ 捗加
ミニ カン フ ァレンス 199ET).8.2G 不適応児への対応 (9自分にブレーキをかけることの大切さ②).Pt来任に犯し合うことの大切さ
訴5回 1995.ll.18 地峡からの実践報皆を受 (D中門的ネットワークの必野性
けて ②それぞれの織機を正確に把握する③プライバシーの仕抑 こよるレベル盈
ミニ 勺ン フ アレンス 1996.1.27 不整校への対応 ①家族の良いところを托す批点②自席を低くして対応
約6回 1996.2.24 子ども .学校 .地域の再 ①愁い先生になる必要性
発見 ②呼門性の限界を知る③境界がはっきりしなくなっている
前7回 l99rJ. 6.I.5 気になる子どもについて ①学校の現状とは雌(参担任を支える校内システム③各紙LKlの槻佃と限界
荊 HRiJ IっE)6.ll.9 学校の限外.ft順 とプラ ①由己冊軸コントロール柿とは
イバシーについて ②子どもの純利を呼るための川棚交換(卦班別に必-TPな脚軸を判断する④LIt.rbー性と限外のPP.僻と地肌
gm kil 1997.3.1 不丑校から教育を考える ①むの居場所作りと対人朋鉢作り
子ともたちの頓肋のあり ②社会資線を仰兄する
ガを探る ③各支攻城鵬の税制と限外④微音への反映が.跳W
m.10回 1997.8.30 心のケアとストレスマネ ①pTSDとは
-ジメント (診ストレス催淑払⑧ マネジメント教育の紹介
抑11回 1998.3.7 予どもの]-tから学ぶ ①生死に対する文化の)捕
～不丑校.そして今～ ②加の自立の必野性③自分らしくいられることの大切さ⑳学ぶ楽 さへの工夫




























1 1996.8.12 0-157がもたらすストレスとス トレス軽減熊を考える
2 1996.8.21 0-157ストレス軽減プログラムの学習と習得1
3 1996.8.28 0-157ストレス軽減プログラムの学習と習得2
456 1996.9.ll 2学JV)Pir洞とその後一子とも.宗応 .学校こころのケア
1996.12.3 給食内剛女を考える一枚椛Aの支扱 .子どものケア
<統虫網理見向け>














































































児童総数 相故件 相談率 児童総数 相談件数 相鉄率



















生徒総数 不登校数r出現率 T不登校相放d 対応率 t










生徒総数 相鉄件数 相統率 生徒総数 相鉄件数 相談率 生徒総数 相鉄件数 相鉄率
1991年 54589 498 0.91% 31500 685 2.17% 32964 62 0.19%
1996年 48094 852 1.78% 25740 653 2.54,` 24404 128 0.52%
(5)
-168- 人 間 福 祉 学 科
表 5 家庭児童相談室での相談機関との連携状況の推移
遵挑稔敦 手とも震度C病院 教育センタ 最雷委員会 保健所 森 閑 雷霊異tンS小学 中 学 校 鋒 入所施 高校 応穐導数PSW 保健婦 保育所
1992年 275 56 23 5 3 14 60 24 27 12 44 7





































会織名 メンバー 会仏名 メンバー
①在宅の仰串 .膚柑 保他所.児相.東児 ①非行ケースを中心 中学校.故育委員
噂のケ-ス迎絡 .也 相 ことも蛾育細れ とした迎格.換肘金 金,棚耕センター.


























































































































































● ● ′ヽ ■
gュeagenttohandwiththeseproblems.Therefore,WehaveglVenanattentiontoformlngnetworkinthecom-
munity.Throughthispractice,Wehavetriedtoconstructaninformalnetworksystem.Inthisstudy,We
●
examinedthatthesocialworkerscouldfulfiltheirfunctiontoconstructthesystem.It･hasbeenbringlngup
keypersons,whoshouldplaytheimportantroleinfuture.
Wefoundthequiteseriousissuesthatweshouldmakethissystem flourishtowardmacrolevel.
(8)
